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はじめに 

本ガイドでは、「みずほデジタルアカウンティング」の操作手順について説明いたします。 

各画面における入力内容、設定内容の詳細は画面右上の「 」ボタンを押下して表示される 

画面解説をご参照ください。 

 

 

（１）ご利用時の注意点 

[ポップアップについて] 

Microsoft Edge をご利用で、ポップアップをブロックしたメッセージが表示される場合は、画面上

の許可を選択し「完了」を押下してください。 

 

[画面ショットについて] 

ご利用のパソコン、OS、ブラウザや文字サイズ、解像度の設定によっては、画面の表示が異なる 

場合があります。また、ご契約時のサービス内容、ユーザ権限によって、画面の表示が異なる場合が 

あります。 

 

[商標について] 

●Microsoft、Windows および Edge は、Microsoft Corporation の登録商標または商標です。 

●Google Chrome は、Google Inc の登録商標または商標です。 

●Adobe Acrobat Reader DC は、アドビ社の登録商標または商標です。 

 
こちらのボタンです 
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（２）ご利用の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用の流れ 

「債務・支払」 

①「支払振込一覧」  ：支払先の選択・支払処理 

②「仕訳データ確認」 ：仕訳情報の確認 

③「仕訳データ確定」 ：仕訳情報の確定処理 

④「仕訳データ出力」 ：仕訳情報のファイル出力 

３ 

P.8 「請求書」 

①「AI-OCR 読取」 ：請求書の読取・内容確認 

②「請求書管理」  ：請求書データに支払・仕訳情報を登録 

③「支払予定一覧」 ：支払予定の印刷 

２ 

ロ
グ
イ
ン 

操
作
手
順 

Ⅰ．上記１②「請求書管理」の仕訳情報登録時の便利な機能 

Ⅱ．本サービスにプリセットしている会計システムで取り込み 

可能な CSV ファイルレイアウト 

ご参考 

P.32 

P.25 

 

WEB帳票サービスからログインします 

① WEB 帳票サービスにログイン 

②「みずほデジタルアカウンティング」を押下 

③「新規ウィンドウを開いてリンク先ページに移動します。 

よろしいですか？」のメッセージが表示されますので「OK」を押下 

 

初期設定については別冊『みずほデジタルアカウンティング初期設定の手引き』 

をご参照ください。 

P.5 
１ 
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１．ログイン 

（１）マスタユーザの場合 

①「みずほ WEB 帳票サービス」にログイン後、「みずほデジタルアカウンティング」を押下します。 

 

② 以下のポップアップが表示されるので、「OK」を押下します。 

 

③ マイポータル画面右上にある、人型アイコンを押下すると「サービス TOP 画面」が表示されます。 

画面右上の「サービス TOP 画面」を押下します。 
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④「みずほデジタルアカウンティング」のホーム画面が表示されます。 

＜画面の構成＞ 

・画面左側：各種メニューボタン 

・中央上側：お客様のタスク（件数は赤色数字で表示されます） 

・中央下側：カレンダー（支払期限等が表示されます） 
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（２）一般ユーザの場合 

①「みずほ WEB 帳票サービス」にログイン後、「みずほデジタルアカウンティング」を押下します。 

 

 

 

 

② 以下のポップアップが表示されますので「OK」を押下します。 

 

 

 

③「みずほデジタルアカウンティング」のホーム画面が表示されます 

 

「みずほデジタルアカウンティング」のボタンが表示されない場合は、「みずほ WEB 帳票サービス」の「マスタ 

メンテナンス」にてマスタユーザが一般ユーザの「みずほデジタルアカウンティング」の権限を「あり」に変更 

する必要があります。 
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２．請求書処理 

メニュー内の３つのボタンについてご説明します。 

・「AI-OCR 読取」：AI-OCR で請求書データを読取、読取結果の内容確認・修正します。 

・「請求書管理」 ：読取した請求書データに支払・仕訳情報を登録します。 

・「支払予定一覧」：上記で処理した支払予定明細を一覧で印刷します。 

（１）AI-OCR 読取 

①「請求書」メニューの「AI-OCR 読取」を押下します。アップロード方法は以下の 2 通りです。 

・左上点線枠内に請求書ファイル（PDF・JPEG・PNG）をドラッグ＆ドロップします。 

・点線枠内を押下してファイル選択画面を表示させ、請求書ファイルを指定します。 

 

② 部門名に請求書の費用発生部門を選択します。部門毎に管理する必要がなければ「部門なし」を選択

します（ユーザの参照権限を部門毎に設定できます）。 

 

 
ドラッグ＆ドロップ 

または押下 
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③ 請求書の区切り指定を選択します。１通の請求書を読取する場合は「しない」を選択します。 

複数の請求書を 1 ファイルにまとめて読取する場合は、下記を参照して選択ください。 

 

 

【請求書の区切り設定について】 

設定内容 請求書の読取方法 

しない 請求書 1 通を読取する場合 

する（白紙ページ） 複数の請求書を請求書単位に区切り、白紙ページを入れたファイル 

※白紙ページは課金対象外 

する（改ページ） 複数の請求書が全て 1 枚ずつで結合したファイル 

※JPG、PNG をアップロードした場合、「請求書の区切り指定」ができません。 

 

【請求書データの作成（例）】 

1 ページまたは複数ページの請求書を読取する場合 

 

 

 

 

 

 

上記の構成で複数の請求書をまとめて 1 ファイルにし、読取するとそれぞれ「1 枚」、「2 枚」、「2 枚」

の請求書単位で取り込まれます。 

  

請求書 A 請求書 B 請求書 C 

１ファイル 

白紙ページ 

（改ページ用） 

白紙ページ 

（改ページ用） 
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④ AI-OCR 読取設定を選択します。請求書内の全ページを読取する場合は「全ページ」を選択します。 

請求書の 1 ページ目のみを読取する場合は「1 ページ目のみ」を選択します。 

 ※「請求書の区切り指定」に「する」を選択した場合は、各請求書の 1 ページ目のみを読み取ります。 

 

【1 ページ目のみ読取時（例）】 

 

 

 

 

 

 

上記のように各請求書の 1 ページ目のみが取り込まれます。請求書の 1 枚目に記載された合計金額を

読み取り、振込データを作成する場合等に設定します。 

 

⑤「AI-OCR 読取」を押下すると、ファイルアップロードの確認メッセージがポップアップ表示されます 

ので、「はい」を押下します。 

 

 

 

  

請求書 A 
請求書 B 

(1 ページ目) 

請求書 C 

(1 ページ目) 

１ファイル 

白紙ページ 

（改ページ用） 

白紙ページ 

（改ページ用） 
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⑥ アップロード日を確認し、「検索」ボタンを押下します。アップロードした請求書の読取状態が 

「読取中」→「読取完了」に変わると AI-OCR 読取は完了です。 

 

 

⑦ アップロードしたファイルの読取状態「読取完了」を押下します。 

 

 

 

  

株式会社みずほ商事 
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⑧ 画面中央にアップロードした請求書データ、画面右側に読取結果が表示されます。取引情報タブ画面 

で必要に応じて修正または補完してください。 

 

＜画面構成＞ 

・画面左側：アップロードしたファイル名 

・画面中央：読取した請求書の画像データ 

・画面右側：読取結果 

 

 

※明細タブ画面で必要に応じて修正または補完してください。 
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⑨ 画面中央の請求書画像と画面右側の読取結果を確認し、内容に相違なければ「保存」を押下すると 

画面下に「送信しました」のメッセージが表示されます。再度修正したい場合は「編集」を押下します。 

 

 

⑩「確定」を押下すると読取状態のステータスが「読取完了」から「確定済」に変更されます。 

 

「読み取りできなかった場合は画面右側の入力したい項目にカーソルを合わせ、画面中央の請求書データの当該 

部分を押下するとその値がセットされます。 

   

 

上記データから支払のみ利用する場合は、「取引先名」「請求金額(円)」「支払期限」の３点の確認が必要です。  
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⑪「閉じる」を押下すると確認メッセージのポップアップが表示されますので「OK」を押下します。 
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（２）請求書管理 

読み取った請求書データに支払情報や仕訳情報を登録します。 

① 画面左側の「請求書」メニューを押下し「請求書管理」を押下します。画面下に「請求書発行日」 

が当月の請求書一覧が表示されます。 

読取状態が「確定済」となっている請求書データの   「伝票番号（リンク）」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 
読取状態が「確定済」 

の請求書が対象です。 

 「AI-OCR 読取」画面の読取状態「確定済（リンク）」を押下した場合も、同じ画面に遷移します。  

株式会社みずほ商事 
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② 下記必須項目（*表示）を登録します。読取した請求書データの情報がセットされていることを確認し、

必要に応じて修正・追記します。なお、請求書の取引先名と画面左「設定」メニュー内「取引先管理」

の取引先名が完全一致すれば、事前に登録された決済手段と支払内容がデフォルトで表示されます。 

 

＜必須 6 項目＞部門名、請求書発行日、支払期限、取引先、決済手段、支払内容 

 

 

③ 読取した請求書から取引先を登録することもできます。登録しない場合は手順⑨へお進みください。 

   

 

 

 

「設定」メニューの「取引先管理」にインターネットバンキングの振込マスタを事前に移行することをおすすめします。 

 

 

アップロードした請求書の取引先名と 

取引先管理に登録されている取引先名が 

一致した場合は、枠線内の各項目に 

取引先管理の情報が自動で設定されます。 

株式会社みずほ商事 
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④ 取引先登録画面にて必須項目（*表示）を入力します。次に、「振込先設定」を押下します。 

 

 

⑤ 振込先設定画面にて振込に必要な必須項目（*表示）を入力し、「登録」を押下します。 
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⑥ 取引先登録画面で登録内容を確認し、「登録」を押下します。 

 

 

⑦ 取引先を選択するため、「検索」を押下します。 
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⑧ 取引先検索画面が表示されますので、「コード」を押下します。 

確認メッセージで「はい」を押下すると取引先がセットされます。 

 

 

⑨ 次に明細タブを押下します。読取した請求書の明細が表示されますので、明細の支払内容（仕訳情報） 

等を確認し必要に応じて修正します。表示内容に問題なければ「登録」を押下します。 
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＜ボタンの利用方法＞ 

「請求書表示」：アップロードした請求書表示    「操作履歴」 ：当該請求書の操作履歴 

「＋行の追加」：請求書の明細行追加        「×」    ：請求書の明細行削除 

「消費税端数処理」：消費税の小数点以下の端数について、処理方法を選択します。 

「支払内容一括設定」：仕訳情報登録時の便利な機能です。 

※詳細は「４．ご参考（１）仕訳情報設定時の便利な機能」をご参照ください。 

 

＜基本情報設定で「仕訳作成する、請求書の合計金額を利用＋全ページ読み取り」を選択した場合の 

明細の初期表示について＞ 

1 行の明細が表示され、数量には 1（固定）、単価と金額には請求書の合計金額が表示されます。 

 

⑩ 経理権限者の場合は仕訳タブが表示されます。品目の「選択」を押下すると、品目毎に画面が切り 

替わり、品目単位に仕訳内容を登録できます。 
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＜請求書直接入力＞ 

① 請求書が発生しない取引も本機能を利用することで、仕訳データや振込データを作成することが 

できます。 

画面左側の「請求書管理」を押下し、画面右上の「+請求書直接入力」を押下します。 

 

 

② 下記必須項目（*表示）を入力します。 

 

＜必須 6 項目＞部門名、請求書発行日、支払期限、取引先、決済手段、支払内容 

「取引先管理」にて取引先を事前登録されている場合は取引先を「検索」から選択すると、決済手段と 

支払内容が表示されます。 
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③ 下記必須項目（*表示）を入力します。課税区分、内外税を変更する場合は修正してください。 

 

＜必須４項目＞品目、数量、単価、金額 

 

 

④ 経理権限者の場合は、仕訳タブが表示されます。仕訳情報の内容を確認し「登録」を押下します。 
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⑤ 請求書データの申請 

登録された請求書データを選択し、承認者を指定して申請すると承認者宛に承認依頼メールが送信 

されます。最終承認済の請求書データを修正したい場合は、経理権限者に差戻を依頼してください。 

 

 

⑥ 請求書データの回付 

承認者が別の承認者に承認依頼する場合は、承認者を指定して「回付」を押下します。 
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⑦ 請求書データの承認 

最終承認者は「回付」を押下し、承認画面の「操作」から「承認」を選択し「確定」を押下します。 

内容に不備がある場合は、申請者に「差戻」することもできます。 

最終承認者が操作すると申請者あてにメールが送信されます。 

 

 

  

株式会社みずほ商事 
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３．債務・支払処理 

請求書データの支払方法について記載します。 

（１）支払処理 

① 画面左側「債務・支払」メニューの「支払振込一覧」を押下します。 

支払期限を範囲指定し、検索を押下すると支払対象の明細が表示されます。 

 

 

※取引先と支払期限が同一明細の場合は、明細が一本化されます。 

 

②決済手段が「振込」の場合 

支払対象明細にチェックを入れます。支払対象が複数ある場合は下段の「表示ページのみ選択」 

（画面に表示されている明細のみをチェック）や「全ページ選択」（全ページの明細をチェック）を 

押下することで簡単に明細を選択できます。 
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＜当行インターネットバンキングをご利用の場合＞ 

支払対象明細にチェックを入れ「インターネットバンキング連携」を押下します。 

※「振込データ連携設定」にて当行インターネットバンキングの事前設定が必要です。 

 

 

振込依頼データ登録の画面が表示されますので、承認者を選択し、「振込データ連携」を押下します。 

振込依頼人コードが複数ある場合はプルダウンから選択してください。 

 

 

 

 

 

株式会社みずほ商事 

株式会社みずほ商事 
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※インターネットバンキング連携でエラーとなった場合は、対象となる明細にチェックを入れ 

「未処理に戻す」を押下します（支払前の状態「未処理」に戻ります）。 
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＜FB ソフト・他行インターネットバンキングをご利用の場合＞ 

支払対象明細にチェックを入れ「全銀データ作成」を押下します。 

 

 

「振込依頼人コード(10 桁)」を入力後、「作成」を押下し、全銀データ形式の振込データをダウンロード

できます（振込依頼人コードは 2 回目以降、前回の値を初期表示するため都度の入力は不要です）。 

※出力ファイル名は「全銀_（固定）」＋「西暦（下 2 桁）」＋「月日時分秒」＋「.txt（固定）」です。 
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③ 決済手段が「振込」以外の場合 

でんさい・口座振替等の場合は、支払対象明細を選択し「確定」を押下して完了させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 

（２）仕訳データ確認 

① 画面左側「債務・支払」メニューの「仕訳データ確認」を押下します。仕訳計上日が当月となって 

いる未確定の仕訳データの一覧が表示され、品目単位での仕訳内容を確認することができます。 

債務仕訳は請求書登録日、支払仕訳は支払処理実行日が仕訳計上日として設定されます 

 

 

（３）仕訳データ確定 

① 画面左側「債務・支払」メニューの「仕訳データ確定」を押下します。期間指定・仕訳種類を選択 

して「確定」を押下します。 

 

・期間指定：未確定の全データ、仕訳計上日の範囲指定 のどちらか選択 

・仕訳種類：未確定の全データ、請求データ承認済の未確定データ、振込もしくは他手段で支払処理済

の未確定データのいずれかを選択 

 

 

 

 



31 

 

 

（４）仕訳データ出力 

① 画面左側「債務・支払」メニューより「仕訳データ出力」を押下します。画面下部に未出力の仕訳 

データ一覧が表示されます。仕訳テンプレートに表示された会計システム名を確認のうえ、対象 

データの「出力」を押下して仕訳データをダウンロードします。 

※仕訳テンプレートは仕訳データ出力時に使用するテンプレート名を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テンプレート名 
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４．ご参考 

（１）仕訳情報設定時の便利な機能 

読取した請求書データに仕訳情報を登録する際、「支払内容一括設定」機能を利用すると仕訳情報を 

一括で設定できます。各ボタンの機能は以下の通りです。 

 

＜自動仕訳＞ 

「取引先」「品目名」が一致した場合、前回利用の「支払内容(仕訳情報)」に一括で変更できます。 

 

＜支払内容自動設定＞ 

画面左側「設定」メニュー内の「支払内容設定」でキーワード（品目名）を登録することができます。 

キーワードと請求書の品目名が一致した場合、該当する「支払内容(仕訳情報)」に一括変更できます。 

 

＜部門自動設定＞ 

画面左側「設定」メニュー内の「部門設定」でキーワード（品目名）を登録することができます。 

キーワードと請求書の品目名が一致した場合、該当する「部門名」に一括変更できます。 

 

①「支払内容一括設定」を押下します。 
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②「自動仕訳」または「支払内容自動設定」または「部門自動設定」を押下します。 

 

 

③ 確認メッセージが表示されますので「はい」を押下します。 
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④ 変更になった明細は背景色が変わります。「詳細▼」を押下します。 

 

 

⑤ 各条件に一致した「支払内容、勘定科目、税区分、部門」が確認できます。「赤枠点線内」の内容を 

確認し「登録」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 



35 

 

⑥ 明細タブまたは仕訳タブの各項目にも上記表示内容が反映されていることを確認し「登録」を押下 

します。なお、取引情報タブの部門名、支払内容には反映されません。 
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（２）仕訳データのファイルレイアウト 

① MJSLINKDX 

項番 項目名 設定値 

1 伝票日付 仕訳計上日(yyyy/MM/dd) 

2 内部月 ブランク 

3 伝票ＮＯ 1から連番 

4 証憑ＮＯ ブランク 

5 データ種別 ブランク 

6 仕訳入力形式 ブランク 

7 (借方)勘定科目コード 借方の勘定科目コード 

8 (借方)科目別補助コード 借方の補助科目コード 

9 (借方)部門コード 借方の部門コード 

10 (借方)セグメント１コード ブランク 

11 (借方)消費税売上/仕入区分 0固定（なし） 

12 (借方)業種コード ブランク 

13 (借方)税込/税抜区分 ブランク 

14 (借方)第１補助区分 ブランク 

15 (借方)第１補助コード ブランク 

16 (借方)第２補助区分 ブランク 

17 (借方)第２補助コード ブランク 

18 (貸方)勘定科目コード 貸方の勘定科目コード 

19 (貸方)科目別補助コード 貸方の補助科目コード 

20 (貸方)部門コード 貸方の部門コード 

21 (貸方)セグメント１コード ブランク 

22 (貸方)消費税売上/仕入区分 0固定（なし） 

23 (貸方)業種コード ブランク 

24 (貸方)税込/税抜区分 ブランク 

25 (貸方)第１補助区分 ブランク 

26 (貸方)第１補助コード ブランク 

27 (貸方)第２補助区分 ブランク 

28 (貸方)第２補助コード ブランク 

29 金額(入力金額) 借方の金額 

30 消費税額 借方の消費税額 

31 消費税コード 借方の税区分コード 

32 消費税率 MJS用消費税率 

33 外税同時入力区分 ブランク 
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① MJSLINKDX つづき 

項番 項目名 設定値 

34 資金繰入力区分 ブランク 

35 資金繰コード ブランク 

36 摘要 {伝票番号},{取引先名} 

37 固定摘要コード１ ブランク 

38 固定摘要コード２ ブランク 

39 固定摘要コード３ ブランク 

40 固定摘要コード４ ブランク 

41 固定摘要コード５ ブランク 

42 期日 ブランク 

43 付箋区分 ブランク 

44 付箋コメント ブランク 
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② 勘定奉行クラウド 

項番 項目名 設定値 

1 GL0010000 *固定 

2 GL0010001 仕訳計上日(yyyy/MM/dd) 

3 GL0010002 ブランク 

4 GL0010003 1 から連番 

5 GL0010007 ブランク 

6 GL0010008 ブランク 

7 GL0010005 ブランク 

8 GL0010006 ブランク 

9 GL0010004 ブランク 

10 GL0012001 借方の部門コード 

11 GL0012002 借方の勘定科目コード 

12 GL0012003 借方の補助科目コード 

13 GL0012004 借方の税区分コード 

14 GL0012015 借方勘定奉行クラウド用税率種別 

15 GL0012005 借方の消費税率 

16 GL0012006 ブランク 

17 GL0012007 借方消費税自動計算（勘定奉行クラウド） 

18 GL0012008 ブランク 

19 GL0012009 ブランク 

20 GL0012101 借方金額（外税は税抜、それ以外税込） 

21 GL0012102 借方の消費税額 

22 GL0013001 貸方の部門コード 

23 GL0013002 貸方の勘定科目コード 

24 GL0013003 貸方の補助科目コード 

25 GL0013004 貸方の税区分コード 

26 GL0013015 貸方勘定奉行クラウド用税率種別 

27 GL0013005 貸方の消費税率 

28 GL0013006 ブランク 

29 GL0013007 貸方消費税自動計算（勘定奉行クラウド） 

30 GL0013008 ブランク 

31 GL0013009 ブランク 
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② 勘定奉行クラウド つづき 

項番 項目名 設定値 

32 GL0013101 貸方金額（外税は税抜、それ以外税込） 

33 GL0013102 貸方の消費税額 

34 GL0011001 {伝票番号},{取引先名} 

35 GL0011002 ブランク 

36 GL0011003 ブランク 
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③ スマイルワークス 

項番 項目名 設定値 

1 行番号 仕訳単位ごとに 1 から連番、 

50 を超えたら 1 に戻る 

2 日付 債務計上仕訳：請求書発行日 

支払仕訳：支払日 

3 伝種 振替固定 

4 借方科目コード 借方の勘定科目コード 

5 借方科目 借方の勘定科目名 

6 借方金額 借方の金額 

7 貸方科目コード 貸方の勘定科目コード 

8 貸方科目 貸方の勘定科目名 

9 貸方金額 貸方の金額 

10 摘要 伝票番号,取引先名 

11 伝番 ブランク 

12 決種 ブランク 

13 借方補助コード 借方の補助科目コード 

14 借方補助 借方の補助科目名 

15 借方消費税 借方の消費税金額 

16 貸方補助コード 貸方の補助科目コード 

17 貸方補助 貸方の補助科目名 

18 貸方消費税 貸方の消費税金額 

19 付箋 ブランク 

20 借方部門コード 借方の部門コード 

21 借方部門 借方の部門名 

22 借方税区分 借方の税区分名 

23 借方税表記 借方の内外税 

24 貸方部門コード 貸方の部門コード 

25 貸方部門 貸方の部門名 

26 貸方税区分 貸方の税区分コード 

27 貸方税表記 貸方の税区分名 

28 プロジェクトコード ブランク 

29 プロジェクト ブランク 

30 セグメント１コード ブランク 

31 セグメント１ ブランク 

32 セグメント２コード ブランク 
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③ スマイルワークス つづき 

項番 項目名 設定値 

33 セグメント２ ブランク 

34 社員コード ブランク 

35 社員 ブランク 

36 期日 ブランク 
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④ PCA 会計 DX  

項番 項目名 内容 

1 伝票日付 仕訳計上日(yyyyMMdd) 

2 伝票番号 1 番から連番 

3 仕訳区分 21 固定（月次） 

4 管理仕訳区分 0 固定（財務） 

5 借方税計算モード 借方税計算モード（PCA 会計 DX） 

6 借方部門コード 借方の部門コード 

7 借方部門名 借方の部門名 

8 借方科目コード 借方の勘定科目コード 

9 借方科目名 借方の勘定科目名 

10 借方補助コード 借方の補助科目コード 

11 借方補助名 借方の補助科目名 

12 借方税区分コード 借方の税区分コード 

13 借方税区分名 借方の税区分名 

14 借方金額 借方金額（外税は税抜、それ以外税込） 

15 借方消費税額 借方消費税額 

16 貸方税計算モード 貸方税計算モード（PCA 会計 DX） 

17 貸方部門コード 貸方の部門コード 

18 貸方部門名 貸方の部門名 

19 貸方科目コード 貸方の勘定科目コード 

20 貸方科目名 貸方の勘定科目名 

21 貸方補助コード 貸方の補助科目コード 

22 貸方補助名 貸方の補助科目名 

23 貸方税区分コード 貸方の税区分コード 

24 貸方税区分名 貸方の税区分名 

25 貸方金額 貸方金額（外税は税抜、それ以外税込） 

26 貸方消費税額 貸方の消費税額 

27 摘要文 {伝票番号},{取引先名} 

28 数字１ ブランク 

29 数字２ ブランク 

30 入力プログラム区分 ブランク 

31 配賦元税計算 ブランク 

32 配賦元集計方法 ブランク 

33 配賦元集計開始日付 ブランク 

34 配賦元集計終了日付 ブランク 
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④ PCA 会計 DX つづき 

項番 項目名 内容 

35 配賦元管理仕訳区分 ブランク 

36 配賦元部門コード ブランク 

37 配賦元部門名 ブランク 

38 配賦元科目コード ブランク 

39 配賦元科目名 ブランク 

40 配賦元補助コード ブランク 

41 配賦元補助名 ブランク 

42 配賦元金額 ブランク 

43 数字３ ブランク 

44 数字４ ブランク 

45 数字５ ブランク 

46 金額１ ブランク 

47 金額２ ブランク 

48 金額３ ブランク 

49 金額４ ブランク 

50 金額５ ブランク 

51 文字列１ ブランク 

52 文字列２ ブランク 

53 文字列３ ブランク 

54 文字列４ ブランク 

55 文字列５ ブランク 

56 入力日付時間 ブランク 

57 借方取引先コード ブランク 

58 借方取引先名 ブランク 

59 借方セグメント１コード ブランク 

60 借方セグメント１名 ブランク 

61 借方セグメント２コード ブランク 

62 借方セグメント２名 ブランク 

63 借方セグメント３コード ブランク 

64 借方セグメント３名 ブランク 

65 貸方取引先コード ブランク 

66 貸方取引先名 ブランク 

67 貸方セグメント１コード ブランク 

68 貸方セグメント１名 ブランク 
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④ PCA 会計 DX つづき 

項番 項目名 内容 

69 貸方セグメント２コード ブランク 

70 貸方セグメント２名 ブランク 

71 貸方セグメント３コード ブランク 

72 貸方セグメント３名 ブランク 

73 配賦選択 ブランク 

74 配賦元取引先コード ブランク 

75 配賦元取引先名 ブランク 

76 配賦元セグメント１コード ブランク 

77 配賦元セグメント１名 ブランク 

78 配賦元セグメント２コード ブランク 

79 配賦元セグメント２名 ブランク 

80 配賦元セグメント３コード ブランク 

81 配賦元セグメント３名 ブランク 
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⑤ マネーフォワードクラウド会計 

項番 項目名 内容 

1 取引 No 1 番から連番 

2 取引日 仕訳計上日(yyyy/MM/dd) 

3 借方勘定科目 借方の勘定科目名 

4 借方補助科目 借方の補助科目名 

5 借方税区分 借方の税区分名 

6 借方部門 借方の部門名 

7 借方金額(円) 借方の金額 

8 借方税額 借方消費税額 

9 貸方勘定科目 貸方の勘定科目名 

10 貸方補助科目 貸方の補助科目名 

11 貸方税区分 貸方の税区分名 

12 貸方部門 貸方の部門名 

13 貸方金額(円) 貸方の金額 

14 貸方税額 貸方消費税額 

15 摘要 {伝票番号},{取引先名} 

16 仕訳メモ ブランク 

17 タグ ブランク 

18 MF 仕訳タイプ ブランク 

19 決算整理仕訳 ブランク 

20 作成日時 ブランク 

21 最終更新日時 ブランク 
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⑥ みずほ ERP 

項番 項目名 設定値 

1 
行番号 

仕訳単位ごとに 1 から連番、 

50 を超えたら 1 に戻る 

2 
日付 

債務計上仕訳：請求書発行日 

支払仕訳：支払日 

3 伝種 振替固定 

4 借方科目コード 借方の勘定科目コード 

5 借方科目 借方の勘定科目名 

6 借方金額 借方の金額 

7 貸方科目コード 貸方の勘定科目コード 

8 貸方科目 貸方の勘定科目名 

9 貸方金額 貸方の金額 

10 摘要 伝票番号,取引先名 

11 伝番 ブランク 

12 決種 ブランク 

13 借方補助コード 借方の補助科目コード 

14 借方補助 借方の補助科目名 

15 借方消費税 借方の消費税金額 

16 貸方補助コード 貸方の補助科目コード 

17 貸方補助 貸方の補助科目名 

18 貸方消費税 貸方の消費税金額 

19 付箋 ブランク 

20 借方部門コード 借方の部門コード 

21 借方部門 借方の部門名 

22 借方税区分 借方の税区分名 

23 借方税表記 借方の内外税 

24 貸方部門コード 貸方の部門コード 

25 貸方部門 貸方の部門名 

26 貸方税区分 貸方の税区分コード 

27 貸方税表記 貸方の税区分名 

28 プロジェクトコード ブランク 

29 プロジェクト ブランク 

30 セグメント１コード ブランク 

31 セグメント１ ブランク 

32 セグメント２コード ブランク 
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⑥ みずほ ERP つづき 

項番 項目名 設定値 

33 セグメント２ ブランク 

34 社員コード ブランク 

35 社員 ブランク 

36 期日 ブランク 
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⑦ 弥生会計 

項番 項目名 内容 

1 識別フラグ 弥生会計識別フラグ 

2 伝票No 1から連番 

3 決算 ブランク 

4 取引日付 仕訳計上日(yyyy/MM/dd) 

5 借方勘定科目 借方の勘定科目名 

6 借方補助科目 借方の補助科目名 

7 借方部門 借方の部門名 

8 借方税区分 弥生会計用借方税区分 

9 借方金額 弥生会計用借方金額 

10 借方税金額 借方の消費税額 

11 貸方勘定科目 貸方の勘定科目名 

12 貸方補助科目 貸方の補助科目名 

13 貸方部門 貸方の部門名 

14 貸方税区分 貸方の税区分名 

15 貸方金額 貸方の金額 

16 貸方税金額 貸方の消費税額 

17 摘要 伝票{伝票番号},{取引先名} 

18 番号 ブランク 

19 期日 ブランク 

20 タイプ 3固定 

21 生成元 ブランク 

22 仕訳メモ ブランク 

23 付箋1 ブランク 

24 付箋2 ブランク 

25 調整 no固定 

 

 

 

 

 

 

 

 


